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このたびは、SDオーディオプレーヤーをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」（44～ 49ページ）は、ご使用前に必ずお読みいただき、
安全にお使いください。
お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。
保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。
本書は SV-SD370V と SV-SD310 を共用しており、SV-SD370Vのイラストを使用
しております。本書内の写真は、説明のためスチル写真から合成しています。また、本書
内の製品姿図・イラスト・メニュー画面などは実物と多少異なりますが、ご了承ください。

もくじ

≥英語のクイックガイドを55ページに記載しております。どうぞご利用ください。
≥The English Quick Guide is indicated on P55. Refer to the pages if you prefer English.
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別売品のご紹介 ソフトケース RP-SB250★

アクティブスピーカー RP-SPT150★

リモコン付きステレオインサイドホン RP-HJE55★

SDカード（別売）
≥本機はSD規格に準拠したFAT12、FAT16形式でフォーマットされたSDメモ
リーカード、miniSDカード（miniSDアダプターが必要です）が使えます。

≥本機では以下の容量（8 MB～2 GBまで）のSDメモリーカードが使用できます。
（Panasonic の製品を推奨）

≥使用可能領域は表示容量より少なくなります。
≥最新情報は http://panasonic.jp/support/d_snap をご確認ください。
≥本書ではSDメモリーカードとminiSDカードのことを「SDカード」と記載しています。

□ステレオインサイドホン
(L0BAB0000206)★

□乾電池ケース（本機専用）
(RFE0186)★

≥SV-SD370Vのみ付属

□ニッケル水素充電式電池
(HHF-AZ10S/1H：ケース付) ☆

□ACアダプター（本機専用）
(RFEA802J)★

□CD-ROM
(SD-Jukebox Ver.5.1
Light Edition/
Voice Editing Ver.1.0 
Light Edition for 
D-snap Audio) ☆

□ストラップ
(RFA2730-H) ★

□USB接続ケーブル
(K1HA08CD0007)★

8 MB、16 MB、32 MB、64 MB、 128 MB、256 MB、512 MB、1 GB、2 GBまで

付属品や別売品は販売店でお買い求めいただけます
★印は松下グループのショッピングサイト「パナセンス」でもお買い求めい
ただけます（☆印は「パナセンス」では取り扱っていません）

http://www.sense.panasonic.co.jp/

付属品 付属品をご確認ください。
記載の品番は、
2006年2月現在のものです。
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≥本製品におけるデータの破損につきましては、当社は一切の責任を負いかねますので、
あらかじめご了承ください。

≥本製品またはSDカードの不具合で録音されなかった場合の内容の補償についてはご容赦ください。
≥SDロゴは商標です。
≥miniSDTM は SDアソシエーションの商標です。
≥Microsoftおよび Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国に
おける登録商標または商標です。

≥WMA（Windows MediaTM Audio）とは米国 Microsoft Corporation で開発された圧縮
フォーマットです。これによりMP3より小さいファイルサイズで同等の音質が実現できます。

≥MPEG Audio Layer3音声圧縮技術は、Fraunhofer IISおよびThomson multimedia
からライセンスを受けています。

≥Portions of this product are protected under copyright law and are provided
under license by ARIS/SOLANA/4C.

≥ Intel、 PentiumおよびCeleronはIntel Corporationの米国およびその他の国における
登録商標または商標です。

≥ IBMおよびPC/ATは米国International Business Machines Corporationの登録商標です。
≥Macintosh は、米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商標です。
≥Adobe、 Adobe ロゴ、Adobe Acrobat、およびAcrobat Reader は、アドビシステム
ズ社の米国および /または各国での商標または登録商標です。

≥音楽認識技術と音楽関連データは GracenoteR によって提供されてい
ます。Gracenote および CDDB は Gracenote の登録商標です。
Gracenote、CDDB、Powered by Gracenote ロゴおよびロゴ表記
はGracenote の商標です。

≥ CD and music-related data from Gracenote, Inc., copyright C
2000―2003 Gracenote. Gracenote CDDBR Client Software,
copyright 2000―2003 Gracenote.
米国特許番号No.5,987,525、No.6,061,680、No.6,154,773、No.6,161,132、
No.6,230,192、No.6,230,207、No.6,240,459、No.6,330,593 上記以外のも
のについては特許出願中。

≥その他、本文で記載されている各種名称、会社名、商品名などは各社の商標または登録
商標です。なお、本文中ではTM、Rマークは一部明記していません。

≥ This product is protected by certain intellectual property rights of Microsoft
Corporation and third parties. Use or distribution of such technology outside
of this product is prohibited without a license from Microsoft or an
authorized Microsoft subsidiary and third parties.

≥ Licensed AAC Patents (U.S. patent numbers);
08/937,950
5848391
5,291,557
5,451,954
5 400 433
5,222,189
5,357,594

5 752 225
5,394,473
5,583,962
5,274,740
5,633,981
5 297 236
4,914,701

5,235,671
07/640,550
5,579,430
08/678,666
98/03037
97/02875
97/02874

98/03036
5,227,788
5,285,498
5,481,614
5,592,584
5,781,888
08/039,478

08/211,547
5,703,999
08/557,046
08/894,844
5,299,238
5,299,239
5,299,240

5,197,087
5,490,170
5,264,846
5,268,685
5,375,189
5,581,654
05-183,988

5,548,574
08/506,729
08/576,495
5,717,821
08/392,756

まずお読みください
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1. 表示パネル
≥しばらくすると省電力のため、表
示が消えます。消えているとき
は、音量ボタン（＋・－）を押す
か、HOLD スイッチを切り換え
ると、再度点灯します。

2. カードふた
3. インサイドホン端子
（‰3.5 mmステレオミニジャック)
4. ストラップ取付部
5. USB 端子ふた［ ］
6. マークボタン [MARK]
7. 電池ふた
8. マイク［MIC］（SV-SD370Vのみ）
9. HOLD スイッチ［HOLD］
10. 動作表示ランプ

点滅 ：充電中、再生中など（詳しくは
50ページをお読みください）

点灯：停止中、電源を入れたとき
消灯：電源を切ったとき、充電完

了したとき

11.操作ボタン
1/∫ 再生 /停止
≥電源の入 /切にも使用します。
入：ポンと押す
切：約2秒以上押したままにする

9 スキップ（とび越し）/
サーチ（早送り）

: スキップ（とび越し）/
サーチ（早戻し）

r　s 音量
モード切換え
（SV-SD370V)
メニュー表示
（SV-SD310)
オーディオ再生プレイ
リスト選択、
ボイス再生ファイル選択
（ボイス再生機能は
SV-SD370Vのみ）

１

２３

５

４

６

７
１１

１０

９
８

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラ
ス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としています
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引
き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

各部の名前
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STEP2

ＳＤステレオシス

パソコンをお持ちの方

STEP1

本機で再生できる音楽データはＳＤオーディオ規格に準拠
したもののみです。
ＳＤカードにＳＤオーディオ規格準拠の音楽データを書き込
むためには、ＳＤオーディオ規格準拠のパソコン用ソフト
ウェア（付属のＳＤ-Ｊｕｋｅｂｏｘなど）または、ＳＤオーデ
ィオ規格準拠のステレオシステムが必要です。
● 携帯電話からダウンロードした音楽データを再生する場合は、音
楽データがＳＤオーディオ規格に準拠しているかご確認ください。

音楽ＣＤをパソコンに入れておく

ＳＤ-Ｊｕｋｅｂｏｘを起動する（P13

    をクリックする

取り込む曲にチェックを付ける

　　　 をクリックする

最初に付属のＣＤ－ＲＯＭか
らＳＤ－Ｊｕｋｅｂｏｘをイン
ストールしてください。

ＷＭＡ/ＭＰ３ファイルを取
り込むには、まず 
ＳＤ-Ｊｕｋｅｂｏｘでインポー
トしてください。 
(インポート後は      へ)
● ＳＤ-Ｊｕｋｅｂｏｘの詳し
い操作説明や、ＷＭＡ/
ＭＰ３の対応ビットレー
トについては、 
ＳＤ-Ｊｕｋｅｂｏｘの取扱
説明書（ＰＤＦファイル）
をお読みください。
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STEP2

ＳＤステレオシステムをお持ちの方

ＳＤステレオシステムをお持ちの
方は、音楽ＣＤからＳＤカードに
録音することができます。
●　ＳＤステレオシステムでの録音方法
は、ＳＤステレオシステムの取扱
説明書をお読みください。

取り込む曲にチェックを付ける

　　　 をクリックする

パソコンと本機をＵＳＢ接続ケー
ブルで接続する

    をクリックする

ＳＤ-Ｊｕｋｅｂｏｘを起動する（P13）

    をクリックする

STEP1STEP1

オーディオ規格に準拠

の音楽データを書き込
拠のパソコン用ソフト
ど）または、ＳＤオーデ
必要です。

ータを再生する場合は、音
ているかご確認ください。

音楽ＣＤをパソコンに入れておく

ＳＤ-Ｊｕｋｅｂｏｘを起動する（P13）

    をクリックする

取り込む曲にチェックを付ける

　　　 をクリックする

Ｄ－ＲＯＭか
ｂｏｘをイン
ださい。

配信サイトを選ぶ

曲を購入してダウンロードする
Music Storeの内容については、配
信サイトにお問い合わせください。
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対応パソコン
下記対応のOS（日本語版）がプリインストールされた IBM PC/AT またはその
互換機
対応OS（日本語版）
Microsoft® Windows® 2000 Professional Service Pack 2、3、4
Microsoft® Windows® XP Home Edition/Professional およびService Pack 1、2

CPU Intel® Pentium® III 500 MHz 以上
メモリ 256 MB以上

ディスプレイ High Color（16 bit）以上　
デスクトップ領域800k600以上 (1024k768以上を推奨）

ハードディスク

150 MB以上の空き容量
≥ SD-Jukeboxのみをインストールする場合、約100 MBの空き容
量が必要です。

≥ Voice Editing のみをインストールする場合、約 50 MBの空き容
量が必要です。

≥ Windows®のバージョンや音声ファイルにより、別途空き容量が必
要です。

≥ Acrobat® Reader®（付属）をインストールする場合、別途約25 MB
の空き容量が必要です。

≥ DirectX® 9.0b（付属）をインストールする場合、別途約 50 MB
の空き容量が必要です。

必要なソフトウェア DirectX® 8.1 以降、Internet Explorer 6 以降
サウンド Windows互換サウンドデバイス

ドライブ CD-ROMドライブ（デジタル録音対応　4倍速以上）
≥ IEEE1394で接続するCD-ROMドライブでは動作しません。

インターフェース
USB端子
≥ USBハブおよびUSB延長ケーブルで接続した場合の動作は保証し
ていません。

その他 インターネット接続環境
（CDDB機能を利用する場合に必要）

CD-ROMソフトウェアの
動作環境
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≥ 推奨環境のすべてのパソコンについて動作を保証するものではありません。
≥ NEC PC-98シリーズとその互換機での動作は保証していません。
≥ 左ページ対応OS以外のWindows環境での動作は保証していません。
≥ Windows® 3.1、Windows® 95、Windows® 98、Windows® 98SE、
Windows® Me、Windows NT®およびMacintoshには対応していません。

≥ OSのアップグレード環境での動作は保証していません。
≥ Voice Editing はマルチCPU環境に対応していません。
≥ マルチブート環境には対応していません。
≥ システム管理者権限 (Administrator) のユーザーのみで使用可能です。
≥ Voice Editing はマルチユーザーに対応していません。
≥ お客様が自作されたパソコンでの動作は保証していません。
≥ 64ビットOS搭載のパソコンには対応していません。
≥ ディスクレーベル面に“ ”のマークが入っていない音楽CDの再生/録
音には対応していません。

≥ 他のアプリケーションが同時に起動している場合は左ページ条件の限りでは
ありません。

≥ パソコンの環境によっては録音ができなかったり、録音した音楽データが
使えない等の不具合が発生する場合があります。お客様の音楽データの損
失ならびにその他の直接 / 間接的な障害につきましては、当社および販売
店等に故意または重過失がない限り、当社および販売店等はその責任を負
いません。

Internet Explorer 6 以降がインストールされていないパソコンでは、
下図の画面が表示されます。

SD-JukeboxをインストールするにはInternet Explorer 6以降が必要です。

「OK」をクリックしてインストールを終了し、Internet Explorer ６を
インストールしたあとで、再度SD-Jukebox のインストールをしてく
ださい。
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≥インストールが終了するまで本機を
パソコンに接続しないでください。

≥インストールの前に、お使いのパソ
コンが動作環境（P8）を満たして
いるか確認してください。

≥インストールの前に、他に起動し
ているアプリケーションをすべ
て終了してください。

ご使用上の制限
SD-Jukebox は音楽文化の健全な発展と正当な購入者の権利を保護す
るため、暗号技術を利用した著作権保護技術が組み込まれています。こ
のため、ご使用いただくにあたり下記の制限があります。
≥SD-Jukebox は音楽データを暗号化してハードディスクに記録し
ます。暗号化された音楽データを別のフォルダーやドライブ、他
のパソコンに移動 /複写して使用することはできません。

≥ご使用の CPU ならびにハードディスクの固有情報を暗号化処理
のために使用しております。そのため、どちらか一方でも交換す
ると、それ以前の音楽データが使用できなくなる場合があります。

SD-Jukebox を
インストールする

SD-Jukebox は、音楽 CD の曲や
音楽配信サービスで購入した曲を
パソコンに録音して管理したり、録
音した曲をSDカードに書き込んで
SDオーディオプレーヤーで楽しむ
ことのできるソフトウェアです。

≥ 再インストール時にもシリアル番号が必要です。CD-ROMパッケージは紛
失しないよう大切に保管してください。
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1 パソコンの電源を入れ、
Windows を起動する

2 付属のCD-ROMをCD-
ROMドライブに入れる

≥インストーラーが自動的に起動し
ます。起動しない場合は、13ペー
ジをお読みください。

3 「SD-Jukebox Ver.5.1
LEのインストール」をク
リック

4「次へ」をクリック

6 名前とシリアル番号を
入力して、「次へ」をク
リック

≥シリアル番号はCD-ROMパッケー
ジの表面に記載されています。

7 インストール先を選び、
「次へ」をクリック

5 「使用許諾契約」画面を
よく読んで、「はい」を
クリック

≥「いいえ」をクリックすると、イン
ストールできません。
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SD-Jukebox を
インストールする（つづき）

8 音楽データ保存先を選
び、「次へ」をクリック

9 プログラムフォルダを選
び、「次へ」をクリック

10 セットアップタイプを
選び、「次へ」をクリック

≥オートシンク機能の設定ができます。
≥インストールをしてから、設定を変更
することもできます。オートシンク機
能の詳しい説明は、SD-Jukebox の
取扱説明書（PDF ファイル）をお読
みください。

≥次に表示される画面で、「はい」をク
リックしておくと、再起動後、デスク
トップにアイコンが表示されます。

≥お気をつけいただく内容が表示さ
れますので、よく読んで「OK」を
クリックしてください。
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11 「完了」をクリックして
終了する

SD-Jukebox を
起動する

デスクトップのアイコンを
ダブルクリックする

◇ デスクトップアイコンが表示
されていない場合は

Windowsの「スタート」メニュー→
「すべてのプログラム」→「Panasonic」
→「SD-JukeboxV5」→
「SD-JukeboxV5」の順にクリックする

SD-Jukebox の取扱説明書
（PDFファイル）について
SD-Jukebox の取扱説明書は、PDFファ
イルとして同時にインストールされます。
≥取扱説明書（PDFファイル）をお読
みいただくには、Adobe Acrobat
Reader が必要です。

◇ 取扱説明書（PDFファイル）を読む
Windows の「スタート」メニュー→
「すべてのプログラム」→
「Panasonic」→「SD-JukeboxV5」→
「SD-JukeboxV5取扱説明書」
の順にクリックする

◇ 取扱説明書（PDFファイル）が
開かない場合は

付属のCD-ROMをパソコンのCD-ROM
ドライブに入れ、画面の指示に従って
Adobe Acrobat Reader をインストー
ルしてください。

≥「はい、今すぐコンピュータを再起
動します。」を選ぶと、パソコンが
自動的に再起動し、インストール
が完了します。

インストーラーが自動的に起動
しない場合
1. Windows のスタートメニュー
で「ファイル名を指定して実行」
をクリックする

2.「＊ :￥autorun.exe」と入力し、
「OK」をクリックする

≥＊は CD-ROMドライブの ID
です。
（例：CD-ROMドライブが Dドラ
イブの場合「D:￥autorun.exe」）

≥大文字・小文字のどちらでも
文字入力できます。

≥以下、画面の指示に従って続
けてください。
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1 パソコンの電源を入れ、
Windows を起動する

2 付属のCD-ROMをCD-
ROMドライブに入れる

≥インストーラーが自動的に起動し
ます。起動しない場合は、13ペー
ジをお読みください。

3 「Voice Editing Ver.1.0 LE
のインストール」をクリック

≥インストール時の表示言語を選ぶ
画面が表示されます。言語を選び、
「OK」をクリックしてください。

4「次へ」をクリック

すでに別エディションをお持ちの方は
お持ちの別エディションでもご使用でき
ますが、編集機能の一部が使えない場合が
あります。別エディションをアップデート
すると、付属のソフトウェアの機能も使え
るようになりますのでアップデートをお
すすめします。アップデート時期前など
で、付属のソフトウェアをインストールす
る場合は、別エディションをアンインス
トールしてから、インストールしてくださ
い。アンインストールしても、音声ファイ
ルは削除されませんが、IC レコーダーの
TRC 形式の音声ファイルを再生すること
はできなくなります。

≥ パナセンスで、より高機能な Voice
Editing の上位エディションをお買
い求めいただけます。（P3）

≥インストールが終了するまで本機を
パソコンに接続しないでください。

≥インストールの前に、お使いのパ
ソコンが動作環境（P8）を満た
しているか確認してください。

≥インストールの前に、他に起動し
ているアプリケーションをすべ
て終了してください。

Voice Editing を
インストールする

Voice Editing は、本機で録音し
た音声ファイルをパソコンに転送
して管理したり、編集することの
できるソフトウェアです。
≥SV-SD310をお使いの方はVoice
Editingをインストールしても、本
機にボイス機能がないため、本機で
はご使用になれません。

SV-SD370V
のみ
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5 「はい」をクリック

6 インストール先を選び、
「次へ」をクリック

7 プログラムフォルダを選
び、「次へ」をクリック

8 「完了」をクリックして
終了する

≥「はい、今すぐコンピュータを再起動し
ます。」を選ぶと、パソコンが自動的に
再起動し、インストールが完了します。

Voice Editing を
起動する

デスクトップのアイコンをダ
ブルクリックする

≥Windowsの「スタート」メニュー
から起動することもできます。
Windowsの「スタート」メニュー→
「すべてのプログラム」→
「Panasonic」→「Voice Editing」→
「Voice Editing」の順にクリックする

Voice Editing の取扱説明
書（PDFファイル）について
Voice Editingの取扱説明書は、PDFファ
イルとして同時にインストールされます。
≥ Windows 2000をお使いの方は、インス
トール時に、アンインストールに関する画
面が表示されることがありますが、そのま
まインストールを続けてください。

≥取扱説明書（PDFファイル）をお読
みいただくには、Adobe Acrobat
Reader が必要です。

◇ 取扱説明書（PDFファイル）を読む
Windows の
「スタート」メニュー→
「すべてのプログラム」→
「Panasonic」→
「Voice Editing」→
「Voice Editing 取扱説明書」
の順にクリックする
≥取扱説明書（PDF ファイル）が開
かない場合は 13 ページを参照し
てください。
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パソコンに接続する

充電式電池とSDカードを入れて
おいてください。（P18、22）
≥ USB接続だけでは動作しません。必
ず充電式電池を入れてください。

≥パソコンを起動させておく

1 本機とUSB接続ケーブ
ルをつなぐ

1. USB 端子ふたを開ける
2. 矢印面を上に向けて、USB接続ケー
ブルをまっすぐ押し込む
≥斜めや裏向きにして無理に挿入す
ると、端子が変形して本機や接続す
る機器の故障の原因になります。

2 USB 接続ケーブルをパ
ソコンに差し込む

≥ SDカードへの音楽の書き込みや
プレイリストの作成、編集には、
SD-Jukebox（付属）をお使いく
ださい。（P6）

２

端子の向きを
確認して 
まっすぐ挿入矢印面

1

≥「ACCESS」表示中にSDカードや
USB接続ケーブルを抜き差しした
り、電池ふたを開けたりすると、
SD カード内のデータが消えたり、
壊れたりすることがあります。

≥ USB接続ケーブルは付属のものを
お使いください。また、付属のケー
ブルは他の機器に使わないでくだ
さい。 

≥ USB 接続した本機がパソコン上で
認識されない場合は、USB 接続
ケーブルを抜き差ししてください。

≥ 本機とパソコンを接続中にパソコ
ンを起動（再起動）したり、パソコ
ンが省電力モードになると、パソコ
ンが本機を認識しないことがあり
ます。本機を取り外して再接続する
か、パソコンを再起動してから本機
を接続し直してください。

≥ 本機とパソコンを接続している
と、パソコンが起動（再起動）し
ない場合があります。パソコンを
起動（再起動）するときは、本機
からUSB接続ケーブルを抜いてお
くことをおすすめします。

≥ 1台のパソコンに2台以上のUSB
機器を接続している場合や、USB
ハブ、延長ケーブルを使用する場
合は、動作を保証しません。
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USB接続ケーブルを取り外す
パソコンのタスクトレイにある
［ ］アイコンをダブルクリック
し、画面の指示に従って取り外して
ください。（OS の設定によっては
表示されません）

SDカードを
フォーマットする

SDカードを正常に認識しない、また
は記録に失敗する場合、SD-Jukebox
でフォーマットする必要があります。
≥フォーマットすると、SDカード
内のすべてのデータが失われ
ます。

≥SV-SD370Vをお使いの方は本
機でSDカードをフォーマットす
ることもできます。（P38）

SDカードのフォーマットについては
SD-Jukebox の取扱説明書（PDF
ファイル）をお読みください。

≥ SDカードを他機でフォーマットする
と、記録に時間がかかるようになる場
合 が あ り ま す。ま た、パ ソ コ ン
（Windows標準のフォーマット機能）
でフォーマットすると本機では使用
できない場合があります。このような
ときは、SD-Jukebox でフォーマッ
トし直してください。詳しい操作説明
は、SD-Jukebox の取扱説明書（PDF
ファイル）をお読みください。

データ保存機能
本機は USB リーダーライターと
しても機能し、パソコンの外部デ
バイスとして認識されます。
そのため、音楽データ以外のパソコ
ン内のデータをドラッグ & ドロッ
プでSDカードに保存できます。
≥音楽データの SD カードへの保
存には、付属の SD-Jukebox を
お使いください。

本機で使用したSDカードの
フォルダー構造

エクスプローラなどでこれらのフォルダー
やフォルダー内のファイルの移動や削除な
どを行わないでください。本機でSDカー
ド内のデータが認識されなくなります。

2

PRIVATE MEIGROUP SDPLAYER

SD  AUDIO

VOICE
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2 充電する

２

３

矢印面

端子の向
きを確認
して 
まっすぐ
挿入

1

1. USB 端子ふたを開ける
2. 矢印面を上に向けて、ACアダプター
のケーブルをまっすぐ差し込む
≥斜めや裏向きにして無理に挿入す
ると、端子が変形して本機や接続す
る機器の故障の原因になります。

3. AC アダプターをコンセントに差
し込む

動作表示ランプ
（電源を切った状態での充電時）

充電中 点滅（約2秒間隔）
充電完了 消灯

電源の準備

お買い上げ時は、まず充電してか
らお使いください。

1 充電式電池を入れる

２３
1

1. 電池ふたを矢印の方向にずらし
て、開ける

2. 充電式電池を入れる
3. 電池ふたを閉じる

フル充電時間（ACアダプター使用）：
約 1時間30分
≥再生中でも充電することはできます
が、フル充電されません。フル充電す
るには電源を切ってください。（P20）

≥「電池残量がありません」と表示され
ている場合、10 分の充電で約 3 時
間、オーディオ再生することができ
ます。（充電式電池が過放電されてい
る場合や、周囲の温度により、再生
時間が短くなる場合があります）
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◇ パソコンから充電する場合
パソコンと USB 接続中（P16）も
充電式電池は充電されます。

≥動作表示ランプが点灯に変わると
充電は完了しますが、フル充電は
されません。フル充電するには AC
アダプターで充電してください。

動作表示ランプ
充電中 点滅（約2秒間隔）
充電完了 点灯

充電式電池を取り出すには
電池とび出し防止レバーを外側へず
らしながら、電池挿入口を下にして、
取り出してください。

電池とび出し
防止レバー

充電式電池

≥長期間使用しないときは、本機か
ら充電式電池を取り出しておいて
ください。取り出した充電式電池
は付属の充電式電池ケースに入れ
ておくことをおすすめします。

≥本機の設定を変更したときは、電
源を切るまで充電式電池を取り出
さないでください。（変更した設定
が記憶されません）

≥ 電池残量を使い切らなくても、継ぎ足し充電が可能です。
≥ ACアダプターは本機専用です。他の機器には使用しないでください。また、
他の機器のACアダプターを本機に使用しないでください。
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電池残量表示
表示パネルに電池の残量が表示され
ます。

≥点滅後、しばらくすると電源が切
れます。

◇ 電池残量表示が点滅している
ときは

≥以下の操作は行えません。
—マーク登録 /解除
— FM録音※・ボイス録音※
—ファイル削除※
※ SV-SD370Vのみ

≥乾電池ケース（SV-SD370Vのみ
付属）を付ける、または AC アダ
プターにつなぎ直す、または充電
式電池をフル充電してから操作を
行ってください。

電源の準備
（つづき）

電源を入れる /切る
≥AC アダプターだけでは動作しま
せん。必ず充電式電池を入れてく
ださい。

電源を入れる：1/∫を押す
≥設定メニューの「SYSTEM」で、
「操作音」を「オン」に設定してい
ても（P31）、電源を入れたときは
操作音は鳴りません。

電源を切る ：1/∫を約2秒以上
押したままにする

≥設定メニューの「SYSTEM」で、「操
作音」を「オン」に設定している場
合は（P31）操作音が鳴ります。

≥モード選択画面（SV-SD370V の
み）や設定メニューを表示してい
る間は、電源を切ることができま
せん。
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ACアダプターをつないで使う
AC アダプターを電源として使用す
ると、連続して使用できます。

≥AC アダプターだけでは動作しま
せん。必ず充電式電池を入れてく
ださい。

≥再生中に AC アダプターをつな
ぐと、再生を停止しますが故障
ではありません。再度、再生し
てください。（P26、39）

≥FMチューナー受信中にACアダ
プターをつなぐと、しばらくの
間、音が出なくなりますが故障
ではありません。（SV-SD370V
のみ）

≥録音中に AC アダプターをつな
ぐと、録音が停止しますが故障
ではありません。再度、録音を
開始してください。（P36、37）
（SV-SD370V のみ）

乾電池ケース※をつないで使う
(※ SV-SD370Vのみ付属）

充電式電池とアルカリ乾電池（単3形）
を併用すると長時間使用できます。

1. 乾電池ケースのふたを開けて、ア
ルカリ乾電池を入れる

2. 乾電池ケースのふたを閉める
3. USB端子ふたを開ける
4. 矢印面を上に向けて、乾電池ケー
スのケーブルを USB 端子にまっ
すぐ差し込む

≥乾電池ケースを使用しないとき
は、必ず本機から取り外してお
いてください。

４

1
２
アルカリ乾電池

矢印面

端子の向き
を確認して 
まっすぐ 
挿入 ３

≥ ACアダプター、乾電池ケースは本機専用です。他の機器には使用しないで
ください。また、他の機器のACアダプターを本機に使用しないでください。

SV-SD370V310.book  21 ページ  ２００６年３月８日　水曜日　午後９時９分



22

◇ SDカードを取り出すには
1. カードふたを開ける
2. SD カードを「カチッ」と音がする
まで押す

3. まっすぐ引き出す

SDカードの出し入れ

≥SDカードの出し入れは、本機の電
源を切った状態で行ってください。

1 カードふたを開ける

miniSD カード
miniSD カードは専用のアダプ
ターに装着して、本機に挿入して
ください。

2 SDカードを入れる

≥ラベル面を上にして「カチッ」と
音がするまでまっすぐ押し込んで
ください。

ラベル面

≥ マルチメディアカード 
(MultiMediaCard)は使用できません。

≥「カードにアクセス中です」表示中
は、読み込み・書き込みを行ってい
ます。電源を切ったり、SDカード
の取り出しを行うと、本機が正常に
動作しなくなったり、SDカードの
内容が破壊されたりすることがあ
ります。

SDカードの書き込み禁止
スイッチ

「LOCK」側にしておくと、データ
の書き込みや削除、フォーマット
はできません。

2
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SV-SD370Vの
基本的な使いかた

電源を入れる

1 1/∫を押す

≥ オーディオ
（P26）

音楽ファイルを再生

≥ FMチューナー
（P33）

FMラジオを聞く

≥ ボイス再生
（P39）

FM録音、ボイス
録音したファイルを再生

≥ ボイス録音
（P37）

声などを録音

≥ オーディオ設定
（P30）

選んでいるモード
の各種設定
･ FMチューナー設定（P34）
･ ボイス再生設定（P40）
･ ボイス録音設定（P38）

オーディオ
FM SET

FM SET

FMチューナー
FM

FM SET

ボイス再生

FM SET

ボイス録音

FM SET

オーディオ設定
SET

3 :、9を押してモー
ドを選び、1/∫を押す

モードを切り換える

2 を押す

≥ 音楽CDなどからSDカードへの音
楽の記録は、SD-Jukebox を使っ
てください。WMA/MP3ファイル
をSDカードに直接転送しても本機
では再生できません。音楽の記録の
しかたについては 6 ページを参照
してください。
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SV-SD310の
基本的な使いかた

電源を入れる /再生する

1 1/∫を押す

音楽を記録した SD カードを本機に
入れている場合、電源を入れると、自
動的に前回停止したところから再生
します。

1/6

OUT!JoJo/1

≥ 音楽CDなどからSDカードへの音
楽の記録は、SD-Jukebox を使っ
てください。WMA/MP3ファイル
をSDカードに直接転送しても本機
では再生できません。音楽の記録の
しかたについては 6 ページを参照
してください。
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便利機能

リジューム機能
前回停止したところから再生します。
≥ SDカードの交換を行うと解除されます。
≥ ボイス再生したあとFM録音やボイス
録音した場合は、ボイス再生モードのリ
ジューム機能は解除され、録音したファ
イルから再生します。（SV-SD370V
のみ）

オートパワーオフ
節電のため、オーディオモード、ボイス
再生モード※で停止状態が１分以上、ボ
イス録音モード※で 10 分以上録音停止
状態が続くと、自動的に電源が切れます。
≥ オーディオモード、ボイス再生モード※
でオートパワーオフしたときは、1/∫
を押すともう一度電源が入り、自動的に
前回停止したところから再生します。
※ SV-SD370V のみ

ホールド機能
HOLDスイッチを［3］の方向に切り換
えると、「 」が表示され、ボタン
操作を受け付けなくなります。再生が中
断するなどの誤操作防止になります。

≥ 解除するときは、HOLDスイッチを元
の位置に戻してください。

HOLD

HOLD

HOLD

操作音
設定メニューの「SYSTEM」で、「操
作音」を「オン」に設定すると（P31）、
音で操作をお知らせします。（お買い
上げ時は「オン」です）

≥「オン」に設定していても、電源を入れ
たときは操作音は鳴りません。

≥「オン」に設定すると、FMチューナー
受信中や、ボイス再生時にボタン操作
をすると、音が途切れます。途切れな
いようにするには、「オフ」に設定して
ください。（SV-SD370Vのみ）

ピッピッ 早送り/スキップ（9方向）
ピッピッピッ 早戻し/スキップ（:方向）
ピピピッ 設定メニュー項目などで

最後（先頭）の項目を表
示したあと、先頭（最後）
の項目に戻る場合

ピッピー 電源を切った場合
ピッ 再生など上記以外の操作

をした場合
音量調整（０～２５まで）
大きくする：
iを押す

小さくする：
jを押す

1/6

OUT!JoJo/1

8VOL
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■再生中の操作
停止 1/∫を押す
とび越し（スキップ） :、9をポンと押す
早戻し /早送り
（サーチ）

:、9を押した
ままにする

SDオーディオを聞く
（オーディオモード）

≥音楽を記録した SD カードを本
機に入れておく

≥ステレオインサイドホンを奥ま
でしっかり差し込んでおく

≥ 1/∫を押して電源を入れておく

【SV-SD370V をお使いの場合】

1 「オーディオ」モードにする
（P23）

2 1/∫を押して再生する

オーディオモードで電源を切った場
合、次に電源を入れると、自動的に前
回停止したところから再生します。

【SV-SD310 をお使いの場合】

1 電源を入れて再生する

電源を入れると、自動的に前回停止
したところから再生します。

1/6

OUT!JoJo/1

■停止中の操作
: を押すと、前の曲もしくは曲の
先頭が、9 を押すと次の曲が選ば
れます。1/∫を押して再生してくだ
さい。

≥ SDカードに記録した曲を選んで削除
することはできません。SD-Jukebox
やSDステレオシステムで削除してく
ださい。SD-Jukebox で削除する場
合、詳しい操作説明は SD-Jukebox
の取扱説明書（PDF ファイル）をお
読みください。
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再生する曲を選ぶ

1 を押す

50音検索
PL

50音検索
プレイリストを50音から検索して選べ
ます。詳しい操作は28ページを参照し
てください。

全曲
すべての曲から選べます。

プレイリスト
SD-Jukebox で作成したプレイリスト
（「アルバム」、「アーティスト」などの区
別で作成されたプレイリストも含む）を
選べます。
≥ を約 2 秒以上押したままにしてプレ
イリストを表示することもできます。

≥ プレイリストの作りかたは、SD-Jukebox
の取扱説明書（PDFファイル）をお読みく
ださい。

マイベスト
当社製マイベスト機能搭載オーディオ機器
でマイベストに分類された曲を選べます。
≥ マイベストに分類された曲がない場合
は表示されません。

≥ 再生時、プレイリスト名は「マイベス
ト」と表示されます。

アーティスト
SD-Jukebox でアーティストに分類さ
れたプレイリストから選べます。

アルバム
SD-Jukebox でアルバムに分類された
プレイリストから選べます。

印象
SD-Jukebox のソムリエ機能で分類さ
れたプレイリストから選べます。

マーク登録曲
マーク登録（P32）した曲から選べます。
≥ 再生時、プレイリスト名は「マーク登
録曲」と表示されます。

PL

2 :、9を押して、分
類項目を選び、1/∫ を
押す

≥分類項目は右記項目があります。
≥選んだ分類項目に、分類されたプ
レイリストがない場合は「該当な
し」、マーク登録曲がない場合は
「マーク登録がありません」と表示
されます。

◇「プレイリスト」を選んだ場合
など、さらに選択項目がある場
合は

手順2のあと、＋、－を押して再生
したいプレイリストを選び、1/∫
を押してください。

プレイリスト
PL

あめ
プレイリスト
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SDオーディオを聞く
（つづき）

■50音検索機能
「50音検索」を選ぶと、すべての
プレイリストの中から50音順に
プレイリストを表示して検索する
ことができます。
≥ 50音検索機能は、プレイリストを
元にした検索機能です。曲のタイ
トルからの検索はできません。

2 :、9を押して、「50
音検索」を選び、1/∫ を
押す

50音検索
PL

3 :、9を押して、行
を選ぶ

 

≥行は、あかさたな（ひらがな）…→
ABC（アルファベット）…→ etc.
（数字など）の順で表示されます。

≥たとえば、「か」を選んだ場合、読
みが「かきくけこ」で始まるプレ
イリストが表示されます。

≥プレイリストが作成されていない
行は選ぶことはできません。

≥ : を押すと、ひとつ前の行を選
べます。

風
あ か さ た

ワンダーラ
ま や ら わ

Beautiful 
ABC DEF GHI JKL

333
PQRS TUV WXYZ etc.

9

9

9

あめ
あ か さ た

9

PL

1 を押す
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4 ＋、－を押して再生した
いプレイリストを選び、
1/∫を押す

≥＋、－を押すたびに選んでいるプレ
イリストが変わります。 

≥＋を押すと、ひとつ前の行の最後
のプレイリストが表示されます。

風
あ か さ た

コスモス
あ か さ た

－

ひとりぼっ
さ た な は

－

きらり
あ か さ た

－

選んだ行の先頭の
プレイリスト

選んだ行の最後の
プレイリスト

選んだ行の次のプ
レイリスト

次の行の最初のプ
レイリスト
さ行、た行、な行に
プレイリストがない
場合、次にプレイリ
ストの入っている行
へスキップします。

PL

50音検索は、SD-Jukebox の「プ
レイリスト（半角）」欄に入力され
た文字を元に検索します。

以下の場合は正しく検索できません。
≥「プレイリスト（半角）」欄に半角
文字でプレイリストが入力され
ていない場合

≥「プレイリスト（半角）」欄に間
違って入力されている場合

1. SD-Jukebox を起動する（P13）
2. を選ぶ
3. プレイリストを右クリックして
「プロパティ」を選ぶ

4.「プレイリスト（半角）」を確認
し、修正する

右クリック

≥ 半角文字でプレイリストが入力さ
れていない場合、「etc.」の行に分
類されます。

≥「プレイリスト（全角）」欄に入力さ
れた文字では50音検索することは
できません。
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オーディオ設定メニュー
1. を押す
2. :、9を押して「オーディオ設定」を選び、1/∫を押す
3. ＋、－を押して項目を選び、1/∫を押す（繰り返す）

- 再生モード
-ノーマル 選択したプレイリスト内の曲を再生
-1曲リピート 1曲を繰り返し再生
-全曲リピート 選択したプレイリスト内のすべての曲を繰り返し再生
-A-Bリピート （再生中のみ）同一ファイル内のAB区間を繰り返し再生
-ランダム 選択したプレイリスト内のすべての曲を順不同に再生
-イントロ再生 （停止中のみ）選択したプレイリスト内の各曲の先頭

10秒間を順に再生
≥お好みの曲をイントロ再生中に、1/∫を押すと再生を
開始し、MARKを押すとマーク登録（P32）できます。

◇「A-B リピート」の区間を設定するには
1. 再生中に「A-B リピート」を選ぶ
2. 開始点（A) で1/∫を押し、さらに同一曲内の終点（B) で1/∫を押す

≥ 設定する区間は1秒以上必要です。
≥ 曲の終端付近（約5秒間）を再生中は、開始点（A）を設定できない場合があります。
≥ 設定した区間は、スキップや停止操作をすると解除されます。
- EQ
-ノーマル 通常の音質
-S-XBS1 迫力ある重低音強調
-S-XBS2 S-XBS1の効果をさらに強調
-トレイン 耳にやさしい音で、迷惑な音もれを防ぐ

- 音質効果
-リ . マスター 圧縮録音時に失われた高音域を補完する効果

≥ビットレートが低いほど、効果が高くな
ります。

-P. SRD1 パーソナルサラウンド（臨場感あふれる立体的な効果）
-P. SRD2 P. SRD1をより強調
-効果オフ 効果をかけない

≥「EQ」と「音質効果」の組み合わせによっては、雑音が入ることがあります。

ノーマル
再生モード

ノーマル
EQ

効果オフ
音質効果

SDオーディオを聞く
（つづき）
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-表示項目
-曲名 &PL名 曲名とプレイリスト名を表示
-曲名 &アーティスト 曲名とアーティスト名を表示
-曲名 &情報 曲名と情報（圧縮 /伸張方式）を表示
-カウンター 再生時間を表示

- マーク登録リセット
＋、－で「はい」を選ぶと、設定したマーク登録（P32）を解除します。
≥再生する曲を「マーク登録曲」に設定して再生しているときは（P27）、
「マーク登録リセット」は表示されません。
≥本機でリセットできない場合、SDカード内の「PRIVATE」→「MEIGROUP」→
「SDPLAYER」フォルダーにある「MARKLIST.LST」をパソコンを使って削
除してください。

- SYSTEM
本機の設定を変更できます。

-操作音
-オン 操作ボタンを押したときに音でお知らせ
-オフ 操作音を鳴らさない

-LANGUAGE 
-日本語 日本語
-ENGLISH 英語

-設定初期化 ( 停止中のみ） ※SV-SD370Vのみ
＋、－で「はい」を選ぶと、本機の設定がお買い上げ時の状態に戻ります。

≥ プリセット登録された放送局はすべて削除されます。※

モード選択※ ：オーディオ
再生モード ：ノーマル
EQ ：ノーマル
音質効果 ：効果オフ
表示項目 ：曲名 &PL名

（オーディオ）
ファイル名
（ボイス再生※）

操作音 ：オン

ステレオ /モノラル
（チューナー）※ ：ステレオ
チューニング方法※：マニュアル
音量 ：12

-バージョン情報
本機のファームウェア（制御ソフト）バージョンを確認することができます。

曲名&PL名
表示項目

日本語
LANGUAGE
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マーク登録した曲を再生する

1 MARKを約 2秒以上押
したままにする

マーク登録された曲が表示されます。

2 ＋、－を押して再生する
曲を選び、1/∫を押す

≥マーク登録曲以外を再生するには、
を押して「全曲」などを選んでく

ださい。（P27）
≥ を押して「マーク登録曲」を選ん
で再生することもできます。（P27）

マーク登録を解除する

1 マーク登録した曲（★の
付いている曲）を選ぶ

2 MARKを押す

3 ＋、－を押して「はい」を選
び、1/∫を押す（5秒以内）

「マーク登録を解除しました」と表示
されます。
≥オーディオ設定メニューの「マーク
登録リセット」でマーク登録をすべ
て解除できます。（P31）

OUT!JoJo
マーク登録曲
★

2/6

あかるい家
★

お気に入りの曲を集める
（マーク登録）

マーク登録しておくと、あとから簡
単に選曲できます。
≥ 1/∫を押して電源を入れておく

1 「オーディオ」モードにする
（P23）（SV-SD370Vのみ）

2 再生中、または停止中に、
マーク登録したい曲を選ぶ

3 MARKを押す

「マーク登録しました」と表示されます。
≥最大 99曲まで登録できます。

≥ 再生中にマーク登録（または解除）した場
合、再生を停止したあとでSDカードに情
報を書き込みますので、書き込みが終わる
までSDカードや充電式電池を取り出さな
いでください。（情報が更新されません）

≥ 曲の終端付近（約5秒間）を再生中は
登録/解除できないことがあります。

≥ A-B リピート中は登録できません。
≥ A-B リピート中、イントロ再生中は
解除できません。

SV-SD370V310.book  32 ページ  ２００６年３月８日　水曜日　午後９時９分



33

は
じ
め
に

準
備

再
生

安
全

そ
の
他

1 「FMチューナー」モード
にする（P23）

FM放送を聞く
（FMチューナーモード）

≥ステレオインサイドホンを奥ま
でしっかり差し込んでおく
ステレオインサイドホンのコードは
FM アンテナを兼ねていますので、伸
ばしてお使いください。

SV-SD370V
のみ

≥ 1/∫を押して電源を入れておく

2 :、9を押して選曲
する

≥ FM放送局とテレビ放送局（TV1～
3ch の音声）を受信します。

≥自動選局するには、２秒以上押し
たままにします。離すと自動スク
ロールし、受信した放送局で自動
停止します。

≥付属品以外のヘッドホンなどを使用すると、コードの長さによっては受信感
度が悪くなる場合があります。

≥ パソコン等のデジタル機器の周辺では、雑音が多くなることがあります。
≥ FMチューナーモードでは表示パネルの点灯時間が短くなります。
≥ 表示パネルの表示が点灯しているときは、雑音が入ることがあります。
≥ FMチューナー設定メニュー（P34）表示中は、音が出なくなります。
≥ FMチューナー受信中にACアダプターをつなぐと、しばらくの間、音が出
なくなります。
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FMチューナー設定メニュー
1. を押す
2. :、9を押して「FMチューナー設定」を選び、1/∫を押す
3. ＋、－を押して項目を選び、1/∫を押す（繰り返す）

-EQ 
-ノーマル 通常の音質
-S-XBS 重低音を強調

- オートプリセット
右ページの「自動で放送局を登録したいときは（20局まで）」を参照してください。

- プリセット登録
右ページの「手動で放送局を登録したいときは（20局まで）」を参照してください。
≥「チューニング方法」を「マニュアル」に設定したときのみ表示されます。

- CH削除
選んでいるプリセットした放送局を削除します。
＋、－で「はい」を選び、1/∫を押して削除してください。
≥「チューニング方法」を「プリセット」に設定したときのみ表示されます。

- チューニング方法
-マニュアル 放送局（周波数）を手動で選ぶ（右ページ）
-プリセット 記憶させた放送局を選ぶ

- ステレオ /モノラル
-ステレオ オートステレオで受信（モノラル受信しても「 」は表示されません）
-モノラル モノラルで受信（「 」が表示されます）
≥ 雑音が多い場合、「モノラル」に設定すると軽減されます。
≥ テレビ放送局受信中は表示されません。「モノラル」受信されます。

- 受信地域
-日本 日本
-USA アメリカ
-ヨーロッパ ヨーロッパ /アジア
≥ 設定を変更すると、プリセットで登録された放送局はすべて削除されます。

- SYSTEM
オーディオ設定メニューの「SYSTEM」を参照してください。（P31）

MONO

MONO

FM放送を聞く
（つづき）

SV-SD370V
のみ
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自動で放送局を登録したい
ときは（20局まで）

1 FMチューナー設定メニュー
から「オートプリセット」を
選び、1/∫を押す（左ペー
ジ）

受信できる放送局を自動的に探し、
順番に登録します。
≥登録すると、「 」などが表示され
ます。

≥終了すると、最初にメモリーした
放送局が表示されます。「チューニ
ング方法」は「プリセット」にな
ります。

■登録した放送局を選局する
:、9を押して選局できます。

オートプリセット
FMチューナー設定

80.2 MHz

FM 1

1

手動で放送局を登録したい
ときは（20局まで）

1 FMチューナー設定メニュー
から「チューニング方法」を
選び、1/∫を押す（左ペー
ジ）

チューニング方法
FMチューナー設定

2 ＋、－を押して「マニュア
ル」を選び、1/∫を押す

3 :、9を押して登録
したい放送局を受信する

マニュアル
チューニング方法

4 FMチューナー設定メニュー
から「プリセット登録」を選
び、1/∫を押す（左ページ）

≥ 選局に約40秒かかります。（受信状
態によっては、それ以上かかる場合
があります）

≥ 電波が弱いときや雑音が多いとき
は、登録できないことがあります。
不要な周波数や雑音を記憶してし
まうときは、「CH 削除」で削除し
（左ページ）、手動で登録し直してく
ださい。

SV-SD370V310.book  35 ページ  ２００６年３月８日　水曜日　午後９時９分



36

FM放送を聞く
（つづき）

5 ＋、－を押してチャンネ
ルを選び、1/∫を押して
決定する

≥続けて登録するときは、手順3～5
を繰り返してください。

SV-SD370V
のみ

11：---.- MHz
プリセット登録

2 MARKを押す（1分以内）

録音が始まります。（1/∫またはMARK
を押すと停止します）
録音しないときは、 を押してくだ
さい。

≥録音中に を押すたびに、表示
が録音時間から残り時間、ファイ
ル名と切り換わります。

FM放送を
録音する

≥空き容量のある SD カードを入
れておく

≥ 1/∫を押して電源を入れておく

1 FM受信中に、MARK
を押す

SV-SD370V
のみ

:録音
:キャンセル

FM MARK

■プリセット登録した放送局
を選局する

登録したあと、「チューニング方法」
を「プリセット」に設定すると、
:、9を押して選局できます。
画面に「 」などが表示されます。1

録音について（FM録音・ボイス録音）
≥ 本機には時計機能がないため、本機で録音したファイルのVoice Editing上での録音
日時は「2006/01/01 00:00」となります。
Voice Editing 上で、録音日時を変えることはできますが、この場合、WAVEファ
イルから VM1ファイルに変換する必要があります。詳しい操作説明は、Voice
Editingの取扱説明書（PDFファイル）のタイトル編集の操作説明をお読みください。

≥ 録音中にACアダプターをつなぐと、録音を停止します。再度録音を開始してください。
≥ 連続録音時間は、約12時間です。（録音開始から12時間経過すると、自動
的に録音を停止します）

≥ 残り時間が10分未満になると動作表示ランプの点滅速度が速くなります。
≥ 音声はモノラルで録音されます。
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1 「ボイス録音」モードに
する（P23）

2 MARKを押し、マイクに
向かって録音する

≥録音を停止するときは、1/∫また
はMARK を押してください。

≥録音中に を押すたびに、表示
が録音時間から残り時間、ファイ
ル名と切り換わります。

≥録音中はマイクをふさがないでく
ださい。

1

:録音MARK

∫ -20:20:50

REC

¥ 0:05

声を録音する
（ボイス録音モード）

≥空き容量のある SD カードを入
れておく

≥ 1/∫を押して電源を入れておく

SV-SD370V
のみ

■ファイル名について
ファイル名「VOICEaaa」などの「aaa」
には、録音するたびに「001」から「300」
の数字が順番に割り当てられます。
途中でファイルを削除した場合でも、
ファイル名は最後に割り当てられた番号
の次の番号になります。「300」が割り
当てられると、それ以上は録音できませ
ん。この場合は不要なファイルを削除し
て（P38、40）、「番号再設定」を行っ
てください。（P38）

FM 録音について
≥ FM録音した音声はボイス再生モード（P39) で再生してください。
≥ FM録音時に音量を調整すると雑音が入ることがあります。
≥ FM録音したファイルは「TUNERaaa」のファイル名で保存されます。
「TUNER001」～「TUNER300」までのファイルを記録できます。

ボイス録音について
≥ ボイス録音時は、録音レベルと録音モニター音量は自動的に設定されます。
音量を調整することはできません。

≥ ボイス録音したファイルは「VOICEaaa」のファイル名で保存されます。
「VOICE001」～「VOICE300」までのファイルを記録できます。
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ボイス録音設定メニュー
1. を押す
2. :、9を押して「ボイス録音設定」を選び、1/∫を押す
3. ＋、－を押して項目を選び、1/∫を押す（繰り返す）

- 番号再設定
カード内のボイスファイル名やチューナーファイル名をそれぞれ「001」か
ら順番に付け直します。＋、－で「はい」を選び、1/∫を押してください。
再度、確認の画面が表示されるので、＋、－で「はい」を選び、1/∫を押し
てください。

- 全ファイル削除
本機で再生できるすべてのボイスファイルやチューナーファイルを削除します。
＋、－で「はい」を選び、1/∫を押してください。
再度、確認の画面が表示されるので、＋、－で「はい」を選び、1/∫を押し
てください。
≥ 削除するファイル数が多いと時間がかかります。フル充電された充電式電
池または、ACアダプターを併用してください。

- カードフォーマット
本機を使ってSDカードをフォーマットすることができます。
フォーマットを行うと、SDカード内のすべてのデータが失われます。

1. ボイス録音設定メニューから「カードフォーマット」を選ぶ
2. ＋、－を押して「はい」を選び、1/∫を押す（2回繰り返す）

完了すると「フォーマット完了」と表示されます。
≥ フル充電された充電式電池または、ACアダプターを併用してください。

- SYSTEM
オーディオ設定メニューの「SYSTEM」を参照してください。（P31）

はい
カードフォーマット？

はい
いいですか？

声を録音する
（つづき）

SV-SD370V
のみ
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1 「ボイス再生」モードに
する（P23）

≥ SDカード内に再生できるファイル
がたくさんある場合、モード切り換
え時や電源を入れたときなど、再生
画面になるまでに時間がかかるこ
とがあります。

2 1/∫を押して再生する

≥ボイス再生モードで電源を切った
場合、次に電源を入れると、自動
的に前回停止したところから再生
します。

1/6

VOICE0011

■再生中の操作

■ 停止中の操作
: を押すと、前のファイルもしく
はファイルの先頭が、9 を押すと
次のファイルが選ばれます。1/∫を
押して再生してください。

停止 1/∫を押す
とび越し（スキップ） :、9をポンと押す
早戻し /早送り
（サーチ）

:、9を押した
ままにする

声を再生する
（ボイス再生モード）

FM録音、ボイス録音したファイル
を再生できます。
≥ 1/∫を押して電源を入れておく

SV-SD370V
のみ

≥ ファイル名が「VOICE001」～「VOICE300」、「TUNER001」～「TUNER300」
以外のファイルは、本機で再生や削除することはできません。

≥ 本機で録音した音声ファイルは、Voice Editingを使ってパソコンなどにも
保存しておくことをおすすめします。

≥ 他のD-snap Audio で録音した音声ファイルは本機で再生できない場合が
あります。Voice Editing を使って音声ファイルの形式を変換してくださ
い。詳しくはVoice Editing の取扱説明書（PDFファイル）をお読みくだ
さい。
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声を再生する
（つづき）

再生するファイルを選ぶ

1 を押す

2 :、9を押して、再
生したいファイルを選
び、1/∫を押す

SV-SD370V
のみ

ボイス再生設定メニュー
1. を押す
2. :、9を押して「ボイス再生設定」を選び、1/∫を押す
3. ＋、－を押して項目を選び、1/∫を押す（繰り返す）

- 再生モード 
-ノーマル 選択したファイルから順番に再生
-1ファイルリピート 1ファイルを繰り返し再生
-全ファイルリピート 全ファイルを繰り返し再生
-A-Bリピート （再生中のみ）同一ファイル内のAB区間を繰り返し再生
AB区間の設定のしかたは30ページを参照してください。

- 1ファイル削除（停止中のみ）
選んでいるファイルを削除します。＋、－で「はい」を選び、1/∫を押してください。

- 全ファイル削除（停止中のみ）
本機で再生できるすべてのボイスファイルやチューナーファイルを削除します。
＋、－で「はい」を選び、1/∫を押してください。再度、確認の画面が表示
されるので、＋、－で「はい」を選び、1/∫を押してください。
≥ 削除するファイル数が多いと時間がかかります。フル充電された充電式電
池または、ACアダプターを併用してください。

- 表示項目
-ファイル名 ファイル名を表示
-カウンター 再生時間を表示

- SYSTEM
オーディオ設定メニューの「SYSTEM」を参照してください。（P31）

全ファイル
本機で再生可能なすべての音声ファイル
を再生します。ボイスファイルを再生した
あと、チューナーファイルを再生します。

ボイスファイル
本機でボイス録音したファイルなど、
ファイル名が「VOICEaaa」のファイ
ルを再生します。

チューナーファイル
本機でFM録音したファイルなど、ファイル名
が「TUNERaaa」のファイルを再生します。

VOICE

TUNER
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※SV-SD370Vのみ

オーディオ設定メニュー

設定初期化　停止中のみ
バージョン情報

EQ

音質効果

表示項目

マーク登録リセット

操作音

LANGUAGE

リ. マスター
P. SRD1
P. SRD2
効果オフ
曲名& PL名
曲名& ｱｰﾃｨｽﾄ
曲名&情報
カウンター

日本語
ENGLISH

再生モード

ノーマル
S-XBS1
S-XBS2
トレイン

SYSTEM

ノーマル
1曲リピート
全曲リピート
A-Bリピート 　再生中のみ
ランダム
イントロ再生　停止中のみ

オン
オフ

FMチューナー設定メニュー※

受信地域

ステレオ/モノラル

SYSTEM
オーディオ設定メニューの「SYSTEM」
と同様

EQ ノーマル
S-XBS

ステレオ
モノラル

マニュアル
プリセット

日本
USA
ヨーロッパ

オートプリセット
プリセット登録「マニュアル」設定時のみ
CH削除「プリセット」設定時のみ
チューニング方法

ボイス録音設定メニュー※

番号再設定
全ファイル削除
カードフォーマット
SYSTEM
オーディオ設定メニューの「SYSTEM」と同様

再生モード

１ファイル削除　停止中のみ
全ファイル削除　停止中のみ
表示項目

SYSTEM
オーディオ設定メニューの「SYSTEM」と同様

ノーマル
1ファイルリピート
全ファイルリピート
A-Bリピート
再生中のみ

ファイル名
カウンター

ボイス再生設定メニュー※

設定メニュー一覧
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オーディオモード

1. EQ
：S-XBS1
：S-XBS2
：トレイン

2. 音質効果
：リ．マスター
：P.SRD1
：P.SRD2

3. 再生モード
：1曲リピート
：全曲リピート
：A-B リピート
：ランダム
：イントロ

4. 電池残量

5. マーク登録
6. 表示項目
「曲名 &PL名」、
「曲名&アーティスト」
「曲名 &情報」
「カウンター」

≥ 表示項目が長い場合、
スクロールして全体
を表示したあと、先頭
部分が表示されます。
（全角文字と半角文字
がある場合は、途中で
文字が切れる場合が
あります）

≥ オーディオ設定メ
ニューの「表示項目」
を「カウンター」に
した場合は再生時間
が表示されます。

7. 再生表示（再生中）：1

モード（停止中）：
8. 現在の曲 /総曲数

FMチューナーモード
（SV-SD370V のみ） 1. モード

2. プリセットチャンネル
3. EQ

：S-XBS
4. 電池残量
5. FM音声

：モノラル

1/6

OUT!JoJo/

ALLS-XBS1 RM
★

１ ２ ３ ４

７

８ ５

６

S-XBS1

S-XBS2

TRAIN

RM

P.SRD1

P.SRD2

INTRO

S-XBS

80.2 MHz

FM 1
MONO ５

１ ２ ３ ４

S-XBS

MONO

画面表示
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■こんな表示が出たら

ボイス録音モード
（SV-SD370Vのみ） 1. モード

2. 電池残量
3. 録音残り時間
4. 録音状態

¥ ：録音中
∫ ：録音停止中

ボイス再生モード
（SV-SD370Vのみ）

1. モード
2. 再生ファイル

：ボイスファイル
：FM録音ファイル

3. 再生モード
：1ファイルリピート
：全ファイルリピート
：A-Bリピート

4. 電池残量
5. ファイル名

≥ ボイス再生設定メニューの「表示
項目」を「ファイル名」にした場合
ファイルの再生時間
≥ ボイス再生設定メニューの「表示
項目」を「カウンター」にした場合

6. 再生表示（再生中）：1

モード（停止中） ：
7. 現在のファイル /総ファイル数

カードにアクセス中です ≥SDカードを抜かないでください。
パスワードでロックされ
ています

≥SDカードにパスワードがかかっていて、再生や録音がで
きません。パソコンでパスワードを解除してください。

HOLD ≥ホールド状態です。（P25）

ERROR ≥エラーです。SDカードの抜き差し、電源の入 /切で
直らないときは、電池の抜き差しをしてください。

:録音MARK

∫ -20:20:50

１ ２

３４

1/6

VOICE001
VOICE ALL

１ ３２ ４

６
７

５

VOICE
TUNER

SV-SD370V310.book  43 ページ  ２００６年３月８日　水曜日　午後９時９分



44

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するた
め、必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。

表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の
程度を、次の表示で区分し、説明しています。

お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明していま
す。（下記は絵表示の一例です）

危険
この表示の欄は、「死亡または重傷など
を負う危険が切迫して生じることが想
定される」内容です。

警告 この表示の欄は、「死亡または重傷など
を負う可能性が想定される」内容です。

注意
この表示の欄は、「傷害を負う可能性ま
たは物的損害のみが発生する可能性が
想定される」内容です。

この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」
内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容
です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容
です。

安全上のご注意
（必ずお守りください）

SV-SD370V310.book  44 ページ  ２００６年３月８日　水曜日　午後９時９分



45

は
じ
め
に

準
備

再
生

安
全

そ
の
他

充電式電池は専用充電器（本体）を使っ
て充電する
本機以外で充電すると、電池の液もれや、発熱、
破裂の原因になります。
≥充電式電池も必ず指定のものをご使用ください。

本機専用の充電式電池です
この機器以外に使用しない
専用充電器を使用してください。
≥火への投入、加熱をしない
≥はんだ付け、分解・改造をしない
液もれ・発熱・破裂の原因になります。

分解・改造をしない
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因にな
ります。
≥内部の点検や修理は、販売店にご依頼ください。

ぬれた手で、AC アダプターの抜き差し
はしない
感電の原因になります。

危険

警告
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雷が鳴ったら、本機やACアダプターの
プラグに触れない
感電の原因になります。

SD メモリーカードや充電式電池は、乳
幼児の手の届くところに置かない
誤って飲み込むと、身体に悪影響をおよぼします。
≥万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに医
師にご相談ください。

AC アダプターのコード・プラグを破損
するようなことはしない

傷んだまま使用すると、火災・感電・ショートの原因
になります。
≥コードやプラグの修理は、販売店にご相談ください。

コンセントや配線器具の定格を超える
使いかたや、交流 100 V ～ 240 V 以
外での使用はしない
たこ足配線などで、定格を超えると、発熱による
火災の原因になります。

警告

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、
重い物を載せたり、束ねたりしない

安全上のご注意
（必ずお守りください）（つづき）
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乗り物を運転中に操作したり、ステレオ
インサイドホンで使わない
事故の原因になることがあります。
≥歩行中でも周囲の状況に十分ご注意ください。

電池は誤った使いかたをしない
≥乾電池は充電しない
≥加熱・分解したり、水などの液体や火の中へ入
れたりしない

≥+と-を針金などで接続しない
≥金属製のネックレスやヘアピンなどといっしょ
に保管しない

≥+と-を逆に入れない
≥被覆のはがれた電池は使わない
≥乾電池の代用として充電式電池を使わない
取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂などを
起こし、火災や周囲汚損の原因になることがあります。

充電式電池は誤った使いかたをしない
≥+と-を逆に入れない
≥外装チューブを破ったり、はがさない
≥+と-に金属物などを接触させない
≥ネックレスやヘアピンなどといっしょに持ち運
んだり保管しない
取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂などを
起こし、火災や周囲汚損の原因になることがあります。
≥持ち運びや保管するときは、付属の充電式電池
ケースに入れてください。

使い切った電池は、すぐに乾電池ケース
から取り出す
そのままケースの中に放置すると、電池の液もれ
や、発熱・破裂の原因になります。
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AC アダプターのプラグは根元まで確実
に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災
の原因になります。
≥傷んだプラグ・ゆるんだコンセントは、使わな
いでください。

AC アダプターのプラグのほこりなどは
定期的にとる
プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁
不良となり、火災の原因になります。
≥ ACアダプターを抜き、乾いた布でふいてください。

異常があったときは、充電式電池を外す
≥内部に金属や水などの液体、異物が入ったとき
≥落下などで外装ケースが破損したとき
≥煙や異臭、異音が出たとき
そのまま使うと、火災・感電の原因になります。
≥販売店にご相談ください。

電池の液がもれたときは、素手で液をさ
わらず、以下の処置をする
≥液が目に入ったときは、失明の恐れがあります。
目をこすらずに、すぐにきれいな水で洗ったあ
と医師にご相談ください。

≥液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症や
けがの原因になるので、きれいな水で十分に洗
い流したあと、医師にご相談ください。

警告

安全上のご注意
（必ずお守りください）（つづき）
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ストラップの取り扱いに注意する
首にぶら下げて使用中に、誤って突起物に引っか
かった場合、首を絞める恐れがあります。

ステレオインサイドホン使用時は音量
を上げすぎない
耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聴く
と、聴力に悪い影響を与えることがあります。

異常に温度が高くなるところに置かない
特に真夏の車内、車のトランクの中は、想像以上に高温（約
60 ℃以上）になります。本機や充電式電池、AC アダプ
ターなどを絶対に放置しないでください。外装ケースや内
部部品が劣化するほか、火災の原因になることがあります。

本機は乳幼児の手の届くところに置かない
充電式電池や SD カードが内蔵されています。万
一取り出された場合は誤飲の恐れがあります。

ステレオインサイドホン、ストラップな
どが直接触れる耳や肌などに異常を感
じたら使用を中止する
そのまま使用すると炎症やかぶれなどの原因にな
ることがあります。

付属のACアダプターを使う
指定外の AC アダプターを使用すると、火災や感
電の原因になることがあります。

注意
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■ 本機について
付属のコード、ケーブルを使用してください。また、コード、ケーブルは
延長しないでください。
本機を持ち運びするときは、落としたり、ぶつけたりしない、ま
た、ズボンのポケットなどに入れない
≥ 強い衝撃が加わると、外装ケースが壊れたり、故障や誤動作の原因
になります。

お手入れの際は、ベンジン、シンナー、アルコールなどの溶剤を使わない
≥お手入れの際は、充電式電池を取り出してください。また、電源プ
ラグをコンセントから抜いておいてください。

≥溶剤を使うと外装ケースが変質したり、塗装がはげる恐れがあります。
≥柔らかい乾いた布でほこりや指紋をふいてください。汚れがひどいときは、乾いた布
を水にひたし、よく絞ってから汚れをふき、そのあと、乾いた布でふいてください。

≥台所用洗剤や化学ぞうきんは使用しないでください。

■ 動作表示ランプの点滅について ※SV-SD370Vのみ
約3秒間隔で点滅：オーディオ再生中、FMチューナー受信中※、ボイス再生中※

約1秒間隔で点滅（約0.5 秒点灯、約0.5秒消灯）：
マーク登録中、フォーマット中※、録音中※などのカード書き込み中
≥録音中に録音残り時間が10分未満になると、動作表示ランプの点滅が、通常の
録音中の点滅よりも速くなります。
約2秒間隔で点滅：充電中（電源を切った状態での充電）

■ 充電式電池について
不要になった電池（バッテリー）は、貴重な資源を守るために、
廃棄しないで充電式電池リサイクル協力店へお持ちください。

使用済み充電式電池の届け先
≥最寄りのリサイクル協力店へ
≥詳細は、有限責任中間法人 JBRCの
ホームページをご参照ください。

≥ホームページ：http://www.jbrc.net/hp
使用済み充電式電池の取り扱いについて
≥＋端子、－端子をセロハンテープなどで絶縁してください。
≥被服をはがさないでください。
≥分解しないでください。

ニッケル水素
電池使用

充電式

Ni-MH

使用上のお願い
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■ ACアダプターについて
機器を電源コンセントの近くに設置し、遮断装置（電源プラグ）へ容易に
手が届くようにしてください。
≥必ず、付属のACアダプターをお使いください。
≥使用後は、必ず電源プラグを電源コンセントから抜いてください。（接続したまま
にしていると、ACアダプター単体で約0.1 Wの電力を消費しています）

≥ACアダプター、充電式電池の端子部を汚さないでください。

故障防止のために本体・ACアダプター・乾電池ケース（SV-SD370V の
み付属）は、以下の場所で使用・保管しないでください。
≥雨水、水滴がかかるところ
・万一雨水や水滴、汗などが付着したときは、水をよく絞った布でふき、そのあ
と乾いた布でふいてください。

≥風呂場など湿気が多いところ
≥倉庫などほこりが多いところ
≥腐食性のガスなどが発生するところ

■ 海外で使用するには

国、地域、滞在先によって電源コンセントの形状は異な
ります。海外旅行をされる場合は、その国、地域、滞在
先に合ったプラグを準備してください。変換プラグは、
お買い上げの販売店にご相談のうえ、お求めください。
充電のしかたは、国内と同じです。

AC アダプターは日本国内で使用することを前提として
設計されており、海外旅行などでの一時使用では問題あ
りませんが、継続的な使用は避けてください。
≥ご使用にならないときは変換プラグをACコンセントから外してください。

ACアダプターは、電源電圧（100 V～240 V）、電源周波数（50 Hz、60 Hz）
でご使用いただけます。
市販の変圧器などを使用すると、故障する恐れがあります。

変換プラグの一例

差し込む
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■ SDカードについて
メモリーカードを廃棄 / 譲渡するときのお願い
本機やパソコンの機能による「フォーマット」や「削除」では、ファイル管理情報
が変更されるだけで、メモリーカード内のデータは完全には消去されません。
廃棄 /譲渡の際は、メモリーカード本体を物理的に破壊するか、市販のパソコン用デー
タ消去ソフトなどを使ってメモリーカード内のデータを完全に消去することをおすす
めします。メモリーカード内のデータはお客様の責任において管理してください。

－このマークがある場合は－

この取扱説明書はエコマーク認定の再生紙を使用しています。

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報

このシンボルマークは EU域内でのみ有効です。
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、または
販売店で、正しい廃棄方法をお問い合わせください。

使用上のお願い
（つづき）
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まず、下表でご確認ください。直らない場合は、お買い上げの販売店
へご相談ください。

※ SV-SD370V のみ

操作できない

≥ホールド状態になっていませんか？（P25）
≥電池が消耗していませんか？（P20）
（消耗していないときは、電池の抜き差しを行ってみてください）

≥充電式電池や乾電池ケース※の端子が汚れていませんか？

充電しても再生時
間が短い

≥初めての充電や長時間未使用後の充電では短いことがあ
ります。何回か使用すると戻ります。

≥充電しても再生時間が極端に短い場合は、充電式電池の寿
命です。充電回数は約300回です。

聞こえない

≥音量が最小になっていませんか？（P25）
≥ステレオインサイドホンのプラグは奥まで入っています
か？（一度抜いて、再度差し込んでください）

≥プラグが汚れていませんか？
マーク登録/解除や
FM録音※、ボイス
録音※などができ
ない

≥電池残量表示が点滅していませんか？（P20）
ACアダプターをつなぐか充電式電池をフル充電してから
操作を行ってください。（P18、21）

50音検索が正しく
できない

≥プレイリストが半角文字で正しく入力されていますか？
（P29）

オーディオ再生で
きない

≥本機で未対応のファイルを再生していませんか？（P6）
≥SD-Jukebox を使って音楽ファイルを記録しましたか？
（WMA/MP3 ファイルを SD カードに直接転送しても本
機で再生できません）

1 曲目から順番に
再生しない

≥ランダム再生になっていませんか？（P30）
≥リジューム機能が働いていませんか？（P25）
≥再生する曲を「全曲」、再生するファイルを「全ファイル」※

以外に選んでいませんか？（P27、40）
雑音が多い ≥テレビや携帯電話などに近づけて使用していませんか？
本体やACアダプ
ターが熱い ≥充電中は多少熱くなりますが、異常ではありません。

故障かな？
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SDカードが使えない

≥SDカードの書き込み禁止スイッチが「LOCK」側になっ
ていませんか？（P22）

≥パソコンでフォーマット（FAT32形式やNTFS形式などに）
しませんでしたか？
（本機※またはSD-Jukeboxでフォーマットしてください）

パソコンが本機を
認識しない ≥USB接続ケーブルを抜き差ししてください。

パソコンとの接続
中に、本機の
「ACCESS」表 示
が消えない
（動作表示ランプが
点滅し続ける）

≥NTFS 形式でフォーマットしたカードを本機に入れた場合、
「Administrator（コンピューターの管理者）」（またはこれと
同等の権限を持つユーザー名）にしてログオンし、「マイコン
ピュータ」から「リムーバブルディスク」アイコンを右クリッ
クし、「取り出し」を選んでから本機とパソコンの接続を解除
してください。

付属の CD-ROMのイ
ンストールができない

≥お使いのパソコンがCD-ROMの動作環境に対応していま
すか？（P8）

FMチューナー録音に
すぐ切り換わらない※

≥FMチューナー録音のスタート画面が出るまでに時間がか
かることがあります。

FM チューナーモー
ドで雑音が入る※

≥ACアダプターを接続すると雑音が入ったり、受信感度が
悪くなることがあります。

≥受信感度が良くても、表示パネルの表示が点灯しているときは、
雑音が入ることがあります。表示が消えると雑音は消えます。

ボイス録音中に音
量操作できない※ ≥音量は自動的に設定されています。音量調整はできません。

ボイス再生で途中、
音が小さくなる※

≥録音中にボタン操作をすると、モニター音や録音音声が小
さくなることがあります。

ボイス再生できない※
≥他の D-snap Audio で録音した音声ファイルは本機で再
生できない場合があります。Voice Editing を使って音声
ファイルの形式を変換してください。詳しくは Voice
Editingの取扱説明書（PDFファイル）をお読みください。

本機で録音したファイ
ルの録音日時がVoice
Edi ting上で「2006/
01/01/ 00:00」と表
示される※

≥本機には時計機能がないため、本機で録音したファイルの
Voice Editing上での録音日時は「2006/01/01 00:00」
と表示されます。（P36）

故障かな？
（つづき）
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ª Initially set the LANGUAGE in 
SETUP mode to English

¬ Playing tracks (AUDIO mode)
1. Turn the unit on. 

(Press 1/∫)

2. (SV-SD370V 
only)
Select AUDIO. 
(Press >
Press : or 9>
Press 1/∫)

3. (SV-SD370V only)
Start play. 
(Press 1/∫) 

4. Adjust the volume. (0–25) 
(Press ＋ or － )

¬ Using the FM radio 
(FM TUNER mode) 
(SV-SD370V only)

1. Turn the unit on. 
(Press 1/∫)

2. Select FM 
TUNER. 
(Press >
Press : or 9>
Press 1/∫)

3. Select the station. 
(Press : or 9)

4. Adjust the volume. (0–25) 
(Press ＋ or － )

¬ Voice recording 
(VOICE REC mode) 
(SV-SD370V only)

1. Turn the unit on. 
(Press 1/∫)

2. Select VOICE 
REC. 
(Press >
Press : or 9>
Press 1/∫)

3. Start recording. 
(Press MARK)

4. Speak into the microphone.

5. Stop recording. 
(Press 1/∫ or MARK)

¬ Voice playing 
(VOICE PLAY mode) 
(SV-SD370V only)

1. Turn the unit on. 
(Press 1/∫)

2. Select VOICE 
PLAY.
(Press >
Press : or 9>
Press 1/∫)

3. Start play. 
(Press 1/∫)

4. Adjust the volume. (0–25) 
(Press ＋ or － )

1/6

OUT!JoJo/1

80.2 MHz

FM

:RECMARK

∫ -20:20:50

1/6

VOICE0011

Quick Guide 
(English)
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サンプリング周波数 オーディオ：32 kHz、44.1 kHz、48 kHz
ボイス※1 ：8 kHz

圧縮 /伸長方式 オーディオ：AAC方式、WMA方式、MP3方式
ボイス※1 ：リニアPCM（16 bit）方式（WAVEファイル形式）

チャンネル数
オーディオ、FMチューナー受信※1 ：ステレオ /2 ch
ボイス録音再生※1、FMチューナー録音※1：モノラル /1 ch

周波数特性
オーディオ：20 Hz ～ 20,000 Hz（＋ 0 dB、－6 dB）
ボイス※1 ：120 Hz ～ 3,000 Hz

受信周波数帯域※1 76 MHz～90 MHz（100 kHzステップ）、TV 1 ch～3 ch
音声入力※1 モノラルマイクロホン（内蔵）
音声出力 3.3 mW+3.3 mW（16 Ω、‰3.5 mmステレオミニジャック）

電源
充電式電池 DC 1.2 V
乾電池ケース※1 DC 1.5 V（単3形アルカリ乾電池×1）

フル充電時間
（充電式電池：付属）ACアダプター使用 約1時間30分

電池持続時間

SDオーディオ連続再生
( 当社製のSDカード、ステレオインサイドホン使用、
EQ「ノーマル」、音質効果「効果オフ」、推奨ビットレート
（AAC：96 kbps））

≥充電式電池 ：約25時間
≥単3形乾電池※1 ：約100時間
≥充電式電池、単3形乾電池併用※1 ：約115時間
FMチューナー受信※1

≥充電式電池 ：約8時間
FMチューナー録音※1

≥充電式電池 ：約4.5時間
ボイス再生※1

≥充電式電池 ：約20時間
ボイス録音※1

≥充電式電池 ：約7時間
対応USB USB 2.0（Full Speed） 

ACアダプター 入力：AC 100 V―240 V、50/60 Hz、16 VA
出力：DC 4.8 V、750 mA

仕様
※1　SV-SD370Vのみ
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FM・ボイス録音時間のめやす

≥この仕様は、性能向上のため変更することがあります。
≥電池持続時間は使用条件によって短くなる場合があります。
≥本機では、フォントデータの制限により表示できない文字があります。
（表示できない文字は「_」と表示されます）
表示可能文字 日本語：JIS 第一水準 /第二水準準拠

≥Windows Media Audio 9 (WMA9)対応（WMA9のProfessional、Lossless、
およびMBR※2には対応していません）
※2 Multiple Bit Rate は、1つのファイル内に複数の異なるビットレートで記録

された音声を含む形式のことです。

使用温度範囲 0℃～ 40℃
充電温度範囲 0℃～ 40℃

寸法

本体寸法 ：幅44.0 mm×高さ54.7 mm×奥行き11.7 mm
（突起部除く）

最大外形寸法：幅44.3 mm×高さ55.2 mm×奥行き12.4 mm
（JEITA）

質量

SV-SD370V
約37.8 g（充電式電池含む）/約 25.3 g（充電式電池含まず）
SV-SD310
約37.4 g（充電式電池含む）/約 24.9 g（充電式電池含まず）

対応記録メディア SDメモリーカード（8 MB～ 2 GBまで使えます）

SDカードの容量 録音時間
32 MB 約30分

≥連続記録は1ファイルあたり12時間ま
で可能です。

≥SDカードに音楽ファイルなどのデー
タが入っている場合は、録音時間は短く
なります。

64 MB 約1時間
128 MB 約2時間
256 MB 約4時間
512 MB 約8時間
1 GB 約16時間
2 GB 約33時間
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修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は・・・
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください

転居や贈答品などでお困りの場合
は・・・
≥ 修理は、サービス会社・販売会社
の「修理ご相談窓口」へ！

≥ 使いかた・お買い物などのお問い
合わせは、「お客様ご相談セン
ター」へ！

保証書（裏表紙をご覧ください）
お買い上げ日・販売店名などの記入
を必ず確かめ、お買い上げの販売店
からお受け取りください。よくお読
みのあと、保存してください。

補修用性能部品の保有期間
当社は、この SD オーディオプレー
ヤーの補修用性能部品を、製造打ち
切り後 6年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品

の機能を維持するために必要な
部品です。

修理を依頼されるとき
この説明書をよくお読みのうえ、直
らないときは、まず接続している電
源を外して、お買い上げの販売店へ
ご連絡ください。

●保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの
販売店が修理をさせていただきます
ので、恐れ入りますが、製品に保証
書を添えてご持参ください。
●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品について
は、ご要望により修理させていただ
きます。下記修理料金の仕組みをご
参照のうえご相談ください。
●修理料金の仕組み
修理料金 は、技術料・部品代・出張
料などで構成されています。

技術料 は、診断・故障個所の修理お
よび部品交換・調整・修
理完了時の点検などの作
業にかかる費用です。

部品代 は、修理に使用した部品およ
び補助材料代です。

出張料 は、製品のある場所へ技術者を
派遣する場合の費用です。

保証期間 : 
お買い上げ日から本体１年間
（「本体」にはソフトウェアの内
容は含みません）

ご連絡いただきたい内容

製品名 SDオーディオ
プレーヤー

品　番 SV-SD370V/
SV-SD310

お買い上げ日 　年　月　日
故障の状況 できるだけ具体的に

保証とアフターサービス（よくお読みください）
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ご相談窓口における個人情報のお取り扱い
松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談
内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのために利用し、その記録
を残すことがあります。また、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委
託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に提供しません。お問
い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。

「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活
用ください。

http://panasonic.jp/support/
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保証とアフターサービス （よくお読みください）（つづき）
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あ行
アーティスト ................... 27
アルバム........................... 27
印象................................... 27
オーディオ設定 ............... 30
オートパワーオフ............ 25
オートプリセット............ 35
音質効果........................... 30
音量調整........................... 25

か行
カードフォーマット......17、38
乾電池ケース ................... 21

さ行
再生モード..............30、40
受信地域........................... 34
ステレオ /モノラル........ 34
設定初期化 ....................... 31
全曲................................... 27

全ファイル........................40
全ファイル削除......38、40
操作音......................25、31

た行
チューナーファイル ........40
チューニング方法 .....34、35
電池残量表示....................20
動作表示ランプ....5、18、50

は行
番号再設定........................38
表示項目..................31、40
プリセット登録......34、35
プレイリスト....................27
ボイス再生設定................40
ボイスファイル................40
ボイス録音設定................38
ホールド機能....................25

ま行
マーク登録........................ 32
マイベスト........................ 27

ら行
リジューム機能................ 25
録音時間のめやす............ 57

数字・英語
1ファイル削除................ 40
50 音検索 ........................ 28
CH削除.............................34
EQ ........................... 30、34
FMチューナー設定......... 34
LANGUAGE ................... 31
SDカード ................. 3、22

愛情点検 長年ご使用のＡＣアダプターの点検を！

こんな症状は
ありませんか

・電源コードやプラグが異常に熱い
・煙が出たり、異常なにおいや音がする
・水などの液体や異物が入った
・その他の異常や故障がある

このような症状のときは、使用を中止し、故障や事故の
防止のため、電源を切り、コンセントから電源プラグを
抜いて、必ず販売店に点検をご相談ください。

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です）

お買い上げ日 SV-SD370V/
SV-SD310品　番年 　 月 　 日

販 売 店 名

お客様相談窓口

さくいん
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〈無料修理規定〉
1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った使用状態で保証期間

内に故障した場合には、無料修理をさせていただきます。
（イ）無料修理をご依頼になる場合には、商品に取扱説明書から切り離した本書を

添えていただきお買い上げの販売店にお申しつけください。
（ロ）お買い上げの販売店に無料修理をご依頼にならない場合には、お近くの

修理ご相談窓口にご連絡ください。

2. ご転居の場合の修理ご依頼先は、お買い上げの販売店またはお近くの
修理ご相談窓口にご相談ください。

3. ご贈答品等で本保証書に記入の販売店で無料修理をお受けになれない
場合には、お近くの修理ご相談窓口へご連絡ください。

4. 保証期間内でも次の場合には原則として有料にさせていただきます。
（イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷
（ロ）お買い上げ後の取付場所の移設、輸送、落下などによる故障及び損傷
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変及び公害、塩害、ガス害（硫

化ガスなど）、異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周波数）などによる
故障及び損傷

（ニ）車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷
（ホ）一般家庭用以外（例えば業務用など）に使用された場合の故障及び損傷
（ヘ）本書のご添付がない場合
（ト）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、ある

いは字句を書き替えられた場合
（チ）持込修理の対象商品を直接修理窓口へ送付した場合の送料等はお客様の

負担となります。また、出張修理を行った場合には、出張料はお客様の
負担となります

5. 本書は日本国内においてのみ有効です。
6. 本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
7. お近くのご相談窓口はP60、61をご参照ください。
　

　修理メモ

※ お客様にご記入いただいた個人情報（保証書控）は、保証期間内の無料修理
対応及びその後の安全点検活動のために利用させていただく場合がございま
すので、ご了承ください。

※ この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束
するものです。従ってこの保証書によって、保証書を発行している者（保証
責任者）、及びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するも
のではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お
買い上げの販売店またはお近くの修理ご相談窓口にお問い合わせください。

※ 保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間については、取扱説明書
のP58をご覧ください。

※ This warranty is valid only in Japan.
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SV-SD370V / SV-SD310

松下電器産業株式会社
パナソニックＡＶＣネットワークス社
ネットワーク事業グループ

（「本体」にはソフトウェアの 
　　内容は含みません）
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